
― 3 ―

このたび、2025 年 2 月 28 日（金）、3 月 1 日（土）、第 47 回日本小児遺伝学会学術集会を東京（浜松
町）にて開催させていただきます。大会準備にご協力ご支援を賜り誠にありがとうございます。

近年、ゲノム解析技術が大きく進歩し、データベースも急速に拡充されています。診断、健康管理、
治療といった医療のさまざまな場面で、ゲノム情報を活用する機会が増えています。小児遺伝に関わる
分野でも、網羅的遺伝子解析の臨床実装、先進的な出生前遺伝学的検査、遺伝子治療の導入、成人診療
への円滑な移行支援などで進展と課題がみられます。一方で、患者さんやご家族に伝えるべき情報が増
え、内容も複雑化しています。そのため、高度な専門知識と臨床経験をもとに、正確に遺伝医療情報を
提供し、こどもと家族の意思決定を支援することが一層重要になっています。様々なライフステージで
遺伝医療や遺伝カウンセリングが折々に求められるようになり、研究室と臨床現場、多診療科と多職種
で協働する必要性が増しています。患者さん一人ひとりの豊かな生活を実現するために、生命倫理や学
校生活について、深く理解しておくことも欠かせません。このように、「こどもまんなかの遺伝医療」が
広がりをみせる「いま」と「これから」に対し、私たちはどのような役割を果たすことができるでしょ
うか。

今大会のテーマは、「紡ぐゲノム医療 ～多様なこどもと家族のウェルビーイングをめざして～」です。
「紡ぐ」という言葉には、一人ひとりの技術や経験を「糸」に見立て、それらを織り合わせて、患者さん
やご家族を支える「太い糸」を形作るというイメージを込めました。診断と治療のあと、その先にある
希望や持続する幸福感（ウェルビーイング）を実現するため、小児遺伝医療が果たすべき役割について、
皆さんとともに考えたいと思います。このテーマを通じて、未来の理想的な小児遺伝医療のあり方をそ
れぞれ思い描き、大会がこどもと家族の笑顔のために熱く語り合える場になることを願っています。

今回の大会では、一般口演やポスター討論、優秀演題賞候補セッションのほか、理事長講演、特別企
画、教育講演、招請講演、シンポジウムなどを含むプログラムを予定しています。一部はオンデマンド
配信に対応する形で、100 演題を超える発表が行われます。共催される第 41 回「Dysmorphology の夕
べ」では、新時代の Dysmorphology の未来を語らいます。また、協賛教育セミナーやハンズオンセミ
ナーでは最新情報や技術をご紹介します。そして、朝の新企画として「Dysmo-ning（Dysmorphology の
夕べ実行委員会）」や「こどもいでんペディア：KIP（遺伝カウンセリング推進委員会）」も設け、小児
遺伝の新しい仲間と交流する場を提供します。さらに、人と人がつながる情報交換会も準備しました。

こどもの遺伝医療に携わる、あるいはこれから取り組みたいと考えている多くの皆さまと会場でお会
いできることを楽しみにしております。ご参加を心よりお待ち申し上げます。

ご　挨　拶

第47回日本小児遺伝学会学術集会

大会長　吉橋 博史
地方独立行政法人 東京都立病院機構  
東京都立小児総合医療センター遺伝診療部 臨床遺伝科 部長
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開 催 概 要

学　会　名	 第 47 回日本小児遺伝学会学術集会

大　会　長	 吉橋 博史（ 地方独立行政法人 東京都立病院機構  
東京都立小児総合医療センター 遺伝診療部 臨床遺伝科 部長）

会　　　期	 2025 年 2 月 28 日	（金）～3月 1日	（土）

会　　　場	 東京都立産業貿易センター 浜松町館	
〒 105-7501　東京都港区海岸 1-7-1　東京ポートシティ竹芝　オフィスタワー 
TEL. 03-3434-4242

テ　ー　マ	 紡ぐゲノム医療	
～多様なこどもと家族のウェルビーイングをめざして～

運営事務局	 第 47 回日本小児遺伝学会学術集会　運営事務局	
株式会社MAコンベンションコンサルティング	
〒 102-0083　東京都千代田区麹町 4-7　麹町パークサイドビル 402 
TEL：03-5275-1191　E-mail： jspg47@macc.jp

第47回日本小児遺伝学会学術集会　準備委員会　名簿（五十音順）

荒川　玲子 国立国際医療研究センター 臨床ゲノム科

伊藤　志帆 東京都立小児総合医療センター 看護部

大場　大樹 埼玉県立小児医療センター 遺伝科

河村　理恵 藤田医科大学 分子遺伝学研究部門

倉橋　浩樹 藤田医科大学 医科学研究センター 分子遺伝学

鈴木　寿人 筑波大学 医学医療系

西川　智子 神奈川県立こども医療センター 遺伝科

沼部　博直 東京都立北療育医療センター 小児科

福田憲太郎 東京都立小児総合医療センター 臨床遺伝科

二川　弘司 東京都立小児総合医療センター 臨床遺伝科

村松友佳子 名古屋大学医学部附属病院 小児科

吉橋　博史 東京都立小児総合医療センター 臨床遺伝科
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大会運営委員

東京都立小児総合医療センター 臨床遺伝科

山中 暖日、吉田 有理、須田 千春、平間 ゆり佳、横山 道子

東京都立小児総合医療センター  看護部

遠藤 真理子

東京都立多摩総合医療センター  ゲノム診療科

横田 恵梨、井坂 美帆

東京都立多摩総合医療センター  看護部

矢吹 久美子

東京都立小児総合医療センター  総合診療科

松島 崇浩

東京都立墨東病院  遺伝子診療科

京井 奈美

東京都立駒込病院  遺伝子診療科

井ノ口 卓彦

日本医科大学付属病院  遺伝診療科

黒田 真帆

国立がん研究センター東病院

楢木 いずみ

神奈川県立こども医療センター  遺伝科

江良 洋子

信州大学医学部遺伝医学教室

村山 明奈

お茶の水女子大学  遺伝カウンセリングコース

牧野 さくら、森 夢果、小林 蕗子、染田 恵美、光成 雛乃、正井 慧、澤田 優貴、
清水 舞、佐々木 元子

国際医療福祉大学  遺伝カウンセリングコース

大里 ちなみ、大槻 露華、岡田 祐恵、佐野 千夏、田中 早紀、積田 新吾、
楢木 いずみ、早川 真由美、宮﨑 淳子、福嶋 佳菜子
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交通のご案内

地下1階にビル共用の有料駐車場がございます。

高速道路 都心環状線 芝公園 IC から約 10 分、汐留 IC から約 10 分     羽田線　芝浦 I C から約 10 分

■車でお越しの場合

羽田空港 第２ビル駅

東京モノレール

2 分

32 分

2 分

17 分 5 分

徒歩

2 分

徒歩

7 分

徒歩

7 分

徒歩

4 分

29 分

80 分

羽田空港 第 1 ビル駅 浜松町駅

成田空港駅 大門駅

羽田空港 国内線
ターミナル駅

新橋駅 竹芝駅

羽田空港 国内線
ターミナル駅

羽田空港 国際線
ターミナル駅

大門駅

ゆりかもめ 京浜急行空港線 京成成田スカイアクセス線

※時間表示は乗車時間で乗り換えに要する時間は含まれていません。

■空港からお越しの場合
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周辺のご案内

JR
浜松町駅 ( 北口 ) から約 350m  徒歩5分
浜松町駅 ( 北口 ) から竹芝通り方向に出て竹芝桟橋方面へ直進。

浜松町駅 ( 北口 ) から約 350m  徒歩5分
モノレール改札口を出て隣接する世界貿易センタービルの正面玄関口を出て、右 ( 竹芝桟橋 )
方向から竹芝桟橋方面直進。

竹芝駅から約 100m　徒歩2分
竹芝駅改札口を出て西口出口から浜松町駅方面へ直進。

大門駅から 約 450m　徒歩 7 分
大門駅・浜松町方面改札から B2 出口へ。
地上へ出て JR 浜松町駅 ( 北口 ) 前から竹芝桟橋方面へ直進。

大門駅から 約 450m　徒歩 7 分
大門駅・浜松町方面改札から B2 出口へ。
地上へ出て JR 浜松町駅 ( 北口 ) 前から竹芝桟橋方面へ直進。

東京モノレール

ゆりかもめ ( 新交通 )

都営浅草線 ( 地下鉄 )

都営大江戸線 ( 地下鉄 )

産業貿易センター

浜松町館

東京都立産業貿易センター浜松町館
〒 105-7501 東京都港区海岸 1-7-1　東京ポートシティ竹芝

電 話　03-3434-4242 ／ FAX　03-3434-4648
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会場案内図

東京都立産業貿易センター浜松町館

４Ｆ

参加受付・クローク
企業展示・ポスター会場

（北展示室）（北展示室）

PC受付
（第１会議室）（第１会議室）

第２会場
（第２会議室）（第２会議室）

第１会場
（第３会議室）（第３会議室）
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参加者へのご案内
１．開催形式について

現地開催および Web 開催（オンデマンド配信）の併用といたします。

現　 地　 開　 催：2025 年 2 月 28 日（金）～ 3 月 1 日（土）
オンデマンド配信：2025 年 3 月 7 日（金）12：00 ～ 3 月 31 日（月）15：00

※ 現地開催時にセッションを収録（スクリーンアウト収録＋音声）し、後日オンデマンド配信いた
します。質疑なども収録されますので、予めご了承のほどお願いいたします

※ 配信予定セッションは、日程表にてご確認ください。
  （変更、セッション内で配信されない演題が出る場合もございます。予めご了承ください。）
※  ZOOM 等でのライブ配信はございません。また、リモート発表・参加も出来ませんので、ご了承

ください。

２．参加登録について
■参加登録期間

現地参加 2025 年 1 月 15 日（水）12：00 ～ 3 月 1 日（土）15：00

Web 参加 2025 年 1 月 15 日（水）12：00 ～ 3 月 31 日（月）12：00

すべてオンライン参加登録制とさせていただきます。
学会ホームページより、オンライン参加登録・決済を完了してください。
※当日、会場での参加登録（参加費支払い）は、できません。

◇参加費

会　員（医師） 15,000 円 不課税

会　員（医師以外）   9,000 円 不課税

非会員（医師） 16,000 円 課税（消費税 10％込）

非会員（医師以外） 10,000 円 課税（消費税 10％込）

学　生（医師含む）　※   3,000 円 課税（消費税 10％込）

※参加登録時、所定の身分証明書の添付が必要となります。

・・ 参加費の決済方法は、クレジットカード決済、コンビニ決済（現金支払い）から選択可能です。
・・ コンビニ決済（現金支払い）の方は、オンライン参加登録後にメール送信されるお支払情報をご

持参のうえ、コンビニでお支払いください。
   （支払い期限は、お申込日の翌日から3日間となり、期限を過ぎますと自動でキャンセルとなります。）
・・ 参加登録完了後、自動送信メールをお送りします。メールが届いていない場合は、ホームページ

よりお問合せください。
・・ お支払いいただいた参加登録費の返金、および参加カテゴリーの変更はお受けいたしませんので、

登録の際は十分にご注意ください。
・・現地参加の方は、Web 視聴もご参加可能です。
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・・ 現地参加の方は、参加登録後に送信されるメールに記載の QR コード（参加章引換券）を印刷も
しくはスマートフォン等にダウンロードして、当日会場にお持ちください。

◇会場参加受付デスク（4F　北展示室）
2 月 28 日（金）11：30 ～ 19：00
3 月 1 日（土）9：00 ～ 15：00

※詳細は、学会ホームページよりご確認ください。

３．情報交換会（懇親会）
2 月 28 日（金）19：30 ～ 21：00
会　場：イタリア酒場 HIKAGE（東京ポートシティ竹芝オフィスタワー 2F）
参加費：2,000 円［事前登録制］（参加登録後、マイページよりお申し込みください。）

４．企業展示および患者家族の会・支援者の会ブース
会期中、4F 北展示室内に設置いたします。

５．単位取得について
（1）本学術集会参加（参加証明書）で以下の資格更新単位の取得が可能です。
臨床遺伝専門医（5 単位）
臨床細胞遺伝学認定士（5 単位）
認定遺伝カウンセラー（8 単位）

（2）日本専門医機構　単位付与講習について（予定）

2 月 28 日（金）14：20－15：35
※現地参加のみ

シンポジウム 1
「小児遺伝における網羅的ゲノム解析の臨
床実装」

小児科領域講習

2 月 28 日（金）17：30－19：10
※現地参加のみ

シンポジウム 2
「小児遺伝医学・医療　連携が創るみらい」 小児科領域講習

3 月 1 日（土）9：35－10：50
※現地参加のみ

シンポジウム 3
「こどもと家族のライフステージをともに
歩む～認定遺伝カウンセラーの役割～」

小児科領域講習

3 月 1 日（土）13：30－14：40
※現地参加のみ

招請講演
「遺伝性疾患におけるウェルビーイング 
～学校教育 / 生命倫理の立場から～」

共通講習
（医療倫理）

※ 上記単位は、1 月末時点で申請審査中です。変更となる場合もございますので、最新情報は学会
ホームページにてご確認ください。また、申請が通った場合の単位付与は「現地参加のみ」とな
ります。Web 視聴での単位取得はできません。

〈現地参加〉
日本専門医機構の認定講習は、各講習会場で対象セッション開始前および終了後に受付をいたしま
す。開始時間 10 分を過ぎた場合、聴講は可能ですが、日本専門医機構単位は付与されませんのでご
了承ください。また、原則途中退出は認められません。
・・参加章に印字された QR コードで登録をおこないます。詳細は学会ホームページでご確認ください。
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６．プログラム所属表記について
統一表記で記載をしておりますことをご了承ください。

７．撮影・録音について
講演会場内での撮影・録音は、学会側が認めた場合以外、禁止となります。また、肖像権保護の
ため、講演会場以外でも許可なき撮影・録音はご遠慮ください。
Web 視聴ページ内の写真、スライド、映像、音声の著作権は、著作者、団体に帰属します。画面の
録画、静止画記録、録音での保存や転載は固く禁止いたします。ご協力いただきますようお願い
いたします。

８．託児について
会場スペースの都合上、今回設置はございません。予めご了承ください。

９．協賛教育セミナー（ランチョンセミナー）について
ランチョンセミナーにてお弁当を用意いたします。
※ ランチョンセミナーは当日配布のチケット制です。先着順となり、なくなり次第配布終了となり

ます。数に限りがございますので行き渡らない場合はご容赦願います。

［チケット配布時間］
2 月 28 日（金）11：30 ～ 12：30
3 月 1 日（土）9：00 ～ 11：15

［配布場所］
4F 北展示室内 参加受付付近

10．関連会議日程

日本小児遺伝学会　総会 3 月 1 日（土）11：00 ～ 11：40 4F　第 1 会場（第 3 会議室）

11．優秀演題賞のご案内
日本小児遺伝学会優秀演題賞委員会により優秀演題賞を選出・表彰いたします。

日本小児遺伝学会　優秀演題賞　表彰式 3 月 1 日（土）15：50 ～ 4F　北展示室内ステージ

12．お問い合わせ先
〈運営事務局〉
第 47 回日本小児遺伝学会学術集会　運営事務局
〒 102-0083　東京都千代田区麹町 4-7　麹町パークサイドビル 402
株式会社 MA コンベンションコンサルティング
TEL：03-5275-1191 ／ E-mail：jspg47@macc.jp 
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座長および演者の方へのご案内
１．座長の方へ

座長受付はございません。
参加受付後、ご担当のセッション開始予定時刻の 20 分前までに、会場内「次座長席」に必ずご着席
ください。プログラムの時間通りの進行にご協力ください。

２．演者の方へ（PC発表）
参加受付後、ご発表セッション開始予定時刻の 30 分前までに、PC 受付を行ってください。ご発表
セッション開始 15 分前までに、会場内「次演者席」に必ずご着席ください。

（1）講演時間

指定演題（下記以外のセッション） 事前にご案内いたします。各座長の指示に従ってください。
プログラムの時間通りの進行にご協力ください。

優秀演題賞候補セッション 発表 7 分、質疑討論 4 分

一般演題 発表 7 分、質疑討論 2 分

（2）発表方法に関しまして
  ①発表形式は PC 発表です。
  ②発表データは、16：9、4：3、いずれのサイズでも対応可能です。
  ③会場へは、USB メモリ、パソコン本体のいずれかの形で発表データをお持ち込みください。
  ④講演開始 30 分前までに PC 受付にて発表データの試写と受付を済ませてください。
    PC 持ち込みの方も、30 分前までに PC 受付へお越しください。
  ⑤ パワーポイントの「発表者ツール」機能は使用できません。発表原稿が必要な方は予めプリント

アウトをお持ちください。
  ⑥  PC 受付のパソコンは台数が限られております。
     受付パソコンを独占しての長時間データ修正はご遠慮ください。学会場ではレイアウト修正の

みとし、データ修正等は事前に済ませてから PC 受付へお越しください。
（3）USB メモリをお持ち込みの方への注意事項
  ①ソフトは、以下のものをご使用ください。
    Microsoft PowerPoint
    ※ Mac をご使用の方は、PC をお持ち込みください。
    ※動画ファイルをご使用の方は、PC をお持ち込みください。
  ②フォントは OS 標準のもののみご使用ください。

（4）ノート PC をお持ち込みの方への注意事項
  ①バックアップとして、必ずメディア（USB メモリ）もお持ち込みください。
  ② PC 受付の液晶モニターに接続し、映像の出力チェックを行ってください。
    ※ PC の機種や OS によって、出力設定方法が異なります。
  ③プロジェクターとの接続ケーブルは、HDMI です。
    PC によっては専用のコネクタが必要になりますので、必ずお持ちください。
    ※特に小型 PC は、別途付属コネクタが必要な場合がありますので、くれぐれもご注意ください。
  ④スクリーンセーバー、省電力設定は事前に解除をお願いいたします。
  ⑤コンセント用電源アダプタを必ずお持ち込みください。
    ※内蔵バッテリー駆動ですと、ご発表中に映像が切れる恐れがあります。
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（5）PC 受付オープン時間（4F　第 1 会議室）
    2 月 28 日（金）11：30 ～ 19：00
    3 月 1 日（土）9：00 ～ 15：00

【色覚特性への配慮】
発表データ作成に際しては色の組み合わせの注意をお願いします。詳細は「色覚の多様性と色覚バ
リアフリーなプレゼンテーション」（岡部正隆、伊藤啓）などを参照してください。

３．演者の方へ（ポスター発表）
（1）   下記の掲示時間内にプログラムに掲載されている演題番号の指定パネルに掲示してください。
    ※ 会場へのポスター直送、事務局受取はできません、会場施設への直接のお問い合わせも

ご遠慮ください。
（2）    パネルの有効部分は、縦 200cm ×横 90cm です。演題名、所属、演者名は縦 20cm ×横 70cm 

の枠内におさめてください（図参照）。
     演題番号は事務局で用意いたします。パネルへの掲示固定には会場受付に用意した画鋲をご使

用ください。

（3）   発表者は発表開始時刻 10 分前に、演者用リボンをつけてポスターパネルの前に待機してくださ
い。発表形式はフリーディスカッションとなります。

（4）   ポスター掲示、発表・待機、撤去時間は以下の通りです。

掲示 2 月 28 日（金）12：30 ～ 14：00
発表・待機 3 月 1 日（土）15：00 ～ 15：50
撤去 3 月 1 日（土）16：20 ～ 17：00

    ※上記以外の時間は閲覧時間とします
（5）時間内に撤去されないポスターは処分します。
    処分ご希望の方も必ずポスターをパネルから外し、付近の床にまとめておいてください。
    ※ポスターケースは処分できません、必ずお持ち帰りください。

４．発表演題に関する利益相反の開示について
発表時には全ての発表者（指定演題・一般演題全てを含む）に利益相反の開示が義務付けられます。
学術集会ホームページより内容をご確認のうえ、発表用の PowerPoint スライドをダウンロードし
てお使いください。

70 cm 20 cm

200 cm

90 cm

演題番号
演題番名、所属、演者名演題名、所属、演者名
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第 41 回 Dysmorphology の夕べ 
（第47回 日本小児遺伝学会学術集会共催2日目 2025年 3月 1日 （土）） 

「新生 Dysmorphology へようこそ！」

① Dysmorphology の夕べ実行委員会「Dysmo-ning」
〈開催日時〉2025 年 3 月 1 日（土） 朝 8：00-8：50

〈開催場所〉	東京都立産業貿易センター浜松町館 4F 第 2 会議室	 	
（第 47 回日本小児遺伝学会学術集会 第 2会場）

〈テ ー マ〉コモンな症候群の所見を知ろう

〈コーディネーター〉	山口 有，黒田 友紀子，西 恵理子

※詳細は学会 HP にてご確認ください。

② 夕べ企画「新時代Dysmorphology セッション」
〈開催日時〉	2025 年 3 月 1 日（土） 夕 16：30-18：00

〈開催場所〉	東京都立産業貿易センター浜松町館 4F 第 3 会議室	 	
（第 47 回日本小児遺伝学会学術集会 第 1会場）

〈概要〉   近年の小児遺伝医療における dysmorphology 診療のアプローチ方法として重要な3つの視点
  AI 技術（Face2Gene 含む分析技術）との共存
  網羅的解析の有用性と reverse dysmorphology
  順行性の classical な診断過程（diagnostic journey）の重要性
を挙げ、上記テーマでの話題提供を 15 － 20 分くらいで簡潔に 3 人のスピーカーにお話しい
ただきます。
また、この話題をもとに、今後のdysmorphologyの未来について 30-40 分で意見交換を行
います。

〈対象〉  第 47 回日本小児遺伝学会学術集会 参加者（事前申込不要）

前半）近年の Dysmorphology 診療における 3 つの視点（90 分）
座長：森貞 直哉（兵庫県立こども病院 臨床遺伝科）

1．	Dysmorphology	診療とAI の共存　15-20 分

スピーカー：花房 宏昭（神戸大学大学院医学研究科 内科系講座小児科学分野）
dysmorphologyの診療における強力な共存ツールとなりつつあるAI技術（Face2Gene、
Pubcase Finder など）の利活用

2．	Genotype をサポートする reverse	dysmorphology　15-20 分

スピーカー：福原 康之（国立成育医療研究センター 遺伝診療科）
網羅的解析後に検出されたバリアントから改めて表現型を検討するreverse dysmorphology/
ultra-rare syndrome の表現型検討
IRUD 結果報告における表現型議論 表現型評価の標準化の意義
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3．	変わらぬ順行性の診断プロセス～ diagnostic	journey ～　15-20 分

スピーカー：稲葉 美枝（愛知県医療療育総合センター中央病院 小児内科・遺伝診療科）
表現型を丁寧に記録し臨床推論を行い、患者家族への臨床遺伝学的フォローアップを
経て遺伝学的検査とともに診断にいたる順行性の diagnostic journey の意義

後半）Dysmorphology の未来を語ろう（30 分）

ファシリテーター： 清水 健司（静岡県立こども病院 遺伝染色体科） 
村松 友佳子（名古屋大学大学院医学研究科 小児科学）

上記 3 つ話題をきっかけに、Dysmo 委員、実践診療の経験がある現場医師、経験豊
富な専門医師、認定遺伝カウンセラーなど、会場参加者を交えて、Dysmorphology
の今後（未来）についてカジュアルに意見交換をおこないます。
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遺伝カウンセリング推進委員会
「こどもいでんペディア：Kodomo Iden Pedia：KIP」

〈開催日時〉2025 年 3 月 1 日（土）　朝 8：00-8：50

〈開催場所〉	東京都立産業貿易センター浜松町館 4F第 3会議室	 	
（第 47 回日本小児遺伝学会学術集会 第 1会場）

〈テ ー マ〉こどもまんなか遺伝カウンセリング

〈コーディネーター〉	秋山 奈々，荒川 経子，伊藤 志帆，小川 真紀，西川 智子，	 	
洪本 加奈，松田 圭子

※詳細は学会 HP にてご確認ください。
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協賛ハンズオンセミナー
「マイクロアレイ・ミニハンズオンセミナー初級編」

コーディネーター

静岡県立こども病院  遺伝染色体科 清水 健司
神奈川県立こども医療センター  遺伝科 黒田 友紀子

埼玉県立小児医療センター  遺伝科 大場 大樹
協賛 アジレント・テクノロジー株式会社

  第 46 回日本小児遺伝学会学術集会に引き続き、本学術集会でもマイクロアレイ染色体検査結
果解釈についてのハンズオンセミナーを行います。

  今回は、初級者を対象とします。講義は、事前申込者には課題を 3 題、事前配布を行い、
その問題をスライドでの解説と共に一緒に解いていく形式を予定しています。

  また、同日のアジレント・テクノロジー株式会社の協賛教育セミナーにおいても、ハンズオ
ンの流れと問題共有など、演者が説明する予定です。

〈開 催 日 時〉2 月 28 日（金）　15：40-16：20	

〈開 催 場 所〉	東京都立産業貿易センター浜松町館 4F 第 2 会議室	 	
（第 47 回日本小児遺伝学会学術集会 第 2会場）

〈受講対象者〉	マイクロアレイ染色体検査の初級者	 	
（目安として数例－30 例未満の解釈経験、データベースを利用しているがまだ
自信がない方等）

〈募 集 人 数〉	20 名程度	 	
（申し込み方法の詳細は、学会ホームページから 1月 15日（水）以降、ご案内
いたします）

〈参加者準備〉	事前配布した課題への解答（提出不要）	 	
インターネット接続した PC（カメラ付き：QR コード読み取り）




